
 

評価項目・基準 

評価項目 評価の着目点  評価内容 評価点 

企業評価 

（５点） 

業務実績 

（５点） 

 「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」の業務実績を有し、かつ、「道路インフラに

関する包括的委託事業」の業務実績を有する 

５ 

   「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」、又は「道路インフラに関する包括的民間

委託事業」のいずれかの業務実績を有する 

３ 

配置予定技術者 

の能力 

（20 点） 

管理技術者 

（10 点） 

業務実績 「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」の業務実績を有し、かつ、「道路インフラに

関する包括的委託事業の業務実績」を有する 

５ 

   「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」、又は「道路インフラに関する包括的民間

委託事業」のいずれかの業務実績を有する 

３ 

  専門技術力 
「技術士」の資格を有する ５ 

   「RCCM」又は「「 級土木施工管理技士」のいずれ

かの資格を有する 
３ 

 担当技術者 

（10 点） 

業務実績 「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」の業務実績を有し、かつ、「道路インフラに

関する包括的委託事業の業務実績」を有する 

５ 

   「道路インフラに関する包括的委託導入可能性

調査」、又は「道路インフラに関する包括的民間

委託事業」のいずれかの業務実績を有する 

３ 

  専門技術力 
「技術士」の資格を有する ５ 

   「RCCM」又は「「 級土木施工管理技士」のいずれ

かの資格を有する 
３ 

企画提案 

（60 点） 

実施方針 

（15 点） 

業務理解度 ￭ 本市が抱える現状と課題、本業務の趣旨及び内

容を十分に理解しているか。 
５ 

  実施フロー ￭ 業務目的を達成するために適切な実施手順と

なっているか。 
５ 

  作業計画 ￭ 作業スケジュールが明確・妥当であり、期間内

で円滑に確実な業務遂行ができる提案である

か。 

５ 

 提案内容 

（45 点） 

的確性 ￭ 本市の現状や課題、その他条件と整合性が取れ

た提案となっているか。 

￭ 企画提案テーマの着目点、具体的な手法が適切

かつ論理的に整理されており、業務を遂行する

あたって有効な提案となっているか。 

15 

  具体性・実現性 

 

￭ 企画提案テーマに対して、自社の優位性を発

揮した提案となっているか。 

￭ 業務内容ごとに作業内容が具体的に示され、

管理技術者や担当技術者の知識やノウハウが

発揮されている提案となっているか。 

15 

  独自性・創意工夫 ￭ これまでの業務実績や経験に基づいた独自性

を有する提案となっているか。 

￭ 創意工夫が感じられるか。 

15 

プレゼンテーション 

（10 点） 

コミュニケーション能力、提案意欲 

（10 点） 

￭ プレゼンテーションが分かりやすく説得力が

あり、質疑に対して的確な対応であるか。 

￭ プレゼンテーション及び質疑応答から豊富な

専門知識や経験を感じられるか。 

￭ 提案に意欲が感じられるか。 

10 

提案価格 

（５点） 

見積書の妥当性、費用対効果 

（５点） 

￭ 適切に経費が積算されているか。 

￭ コストパフォーマンスに優れ、十分な効果が

期待できる提案となっているか。 

５ 

   合 計 100 

※ 業務実績は過去 10 年間のものとする。 

※ 配点となる技術士の部門は、「総合技術監理部門（建設）」または「建設部門（道路）」とする。 

※ 配点となる RCCM の部門は、「道路」とする。 

※ 100 点×委員数が総合点の満点となる。 


